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１ 重要事項

１ 重要事項

（１）研究

〇英国の教育学研究動向

日英教育学会研究推進委員として、研究会の司会やコーディネート等を行った。主だ

った研究会のうち、１つ目は、英国のインターナショナル・スクールの方々を招聘し

て、英国式教育を通じて国際的マインドと異文化理解の概念をどのように教えどのよ

うにそれらの形成を目指しているのかを探る研究会を企画し、司会進行役を行った。

２つ目は、当該学会がシリーズ化して行っている「市民性教育」研究会の企画、コーデ

ィネートである。今回は、政党政治に焦点をあて、英国の市民性教育の専門家にご講

演していただきながら、与党である保守党はシティズンシップ教育をどう捉えている

のかを深掘りする研究会を開催した。

〇生涯学習にかかわる公共施設運営の人材育成

日本教育制度学会が主催する課題別セッションⅣにて、司会とコメンテーターを担当

した。タイトルは「公私協働体制の維持発展における人材の確保・育成の現状と課題」

である。生涯を通したさまざまな学習機会の提供に際し、地域との協働により公共の

政策が推進される中で、さまざまな人材が公共施策のパートナーとして教育施設の運

営にかかわっている。その一方で、協働を前提とした体制を維持する上で、「市民」サ

イドのパートナーの継続性が課題となってくる。そこで、そうした公私協働の現状と

課題について３つの事例をもとに人材の確保及び育成について議論を行った。この研

究の３つの事例を通した論点整理を、当該学会年報にて次年度発表する予定である。

（２）教育

 学部及び大学院の授業

学部：教育政策論、教育学、教職原論、教育実習Ⅰ・Ⅱ

大学院：教育行財政特論

 演習

基礎演習及び演習Ⅰ、演習Ⅱでは、民間企業による公教育の参入、教育制度の海外比

較などを共通課題とした。ワークショップ、ディスカッション、プレゼンテーション、

ロールプレイングを取り入れ、学生が主体的に考える行う授業を徹底した。

（３）地域・社会貢献活動

・安中市教育委員会事務点検評価委員

・安中市小中学校適正規模及び配置に関する審議会委員

・藤岡市西連携型小中一貫校学校運営協議会委員

（４）学内業務

・教職課程運営委員長

・他、各種委員



２ その他の事項

・新聞各社コメント（岩手日報等）

・日英教育学会 運営委員会 （任命委員）

３ 次年度以降の計画・抱負

・昨年度同様、地域開発や持続可能な地域づくりと教育施策、地方の少子化に伴う学

校の統廃合と新たな地域コミュニティ形成の基盤づくりの研究を進め、かつ学生とと

もに過疎地の教育コーディネートを学生とともに行っていく。

・海外の教育政策の動向調査を行う。第一に新型コロナ以後の学校がどのように変化

しているのか、教員の負担はどこまで軽減されたのかを、今年度は英国だけではなく

アジア諸国まで研究の対象を広げる。第二に、コロナ前までに継続的に調査を行って

きた自律的な学校運営の研究を継続する。


